
神戸市須磨 (青年層)方言のアクセント

横 尾 直 和

1.はじめに

従来､兵庫方言のアクセント研究は､接境方言 (鳥取 ･岡山 ･京都 ･大阪との)に

重点が置かれ､都市部の方言のアクセント研究は盛んではなかった｡そこで､これま

で十分に研究されていない､都市部の神戸市須磨 (青年層)方言のアクセントの記述

を試み､その実態と特徴を明らかにしたい｡

なお､資料はすべて筆者 (1960年神戸市須磨区生まれ｡19歳まではその土地で暮ら

した)の内省によるものである｡

本論で用いた記号については､●は自立語の高い柏の一拍､○は低い柏の一拍､▼

は付属語 (助詞)の高い柏の一拍､∇は付属語の低い柏の一拍を示す｡○は一拍の中

で下降のある拍内に "さがりめ''のある柏を示す｡音韻論的解釈でいう "さがりめ"

は/｢/で表す｡[ ]は音声を示す｡音声はIPAで表し､高い柏には上側に-を施す｡

拍内に "さがりめ"のある柏は､上側に＼を施す｡

2.神戸市須磨 (青年層)方言のアクセントの実態

2.1 一拍名詞のアクセント

神戸市須磨 (青年層)方言では､共通語で一拍に発音する名詞は､[面 ･両 de品]

(血 ･血が出る)､[応:･応:gaotJih](菓 ･葉が落ちる)[e;･e示a品](絵 ･絵が

ある)などのように､第-柏の母音を長くのばして二拍または一拍半ほどに発音する｡

付属語がついた時も､第二柏の母音は長く発音する｡

一拍名詞のアクセント節は､次の三種の型を示す｡

①[●●･●●▼]
く柄)､(名)､(荷)などは､[苗･言示ore品](柄 ･柄が折れる)､[蒜 ･両 面蒜 ]

(名､名が知れる)､[声 ･両 石moi](荷 ･荷が重い)のように高平型に発音する.

付属語は (が)が高 く続 く｡(は ･を)もこれと同じ現象を起こす｡なお､くも)はこ

れらとは異なり低 く続 く｡以下､付属語は (が)で代表させる｡

②[●〇･●○∇]

(毛)､(莱)､などは､【扇:･扇:gahae品](毛 ･毛が生える)､[応:･応:gaotJi品](葉 ･

葉が落ちる)のように頭高型に発音する｡ 付属語は低 く続 く｡
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③ [○●･○○▼]

(世)､く失)､(絵)などは､[joi･jo示 応 ](世 ･世が変わる)､[jai･ja示 ore品]

(央 ･矢が折れる)､[e;･e示 a㍍](絵 ･絵がある)のように尾高上型に発音する.

付属語は高く続く｡付属語がついたときに､アクセントの山を一拍後に移動させると

いった現象は､京都 ･大阪方言と同様である｡

たとえば､①の く柄)と③の く絵)とを比べてみると､[広言蒜 ](この柄)､[応 e;】

(この絵)のように発音され､第一拍の ｢低｣は音韻的に有意味となる｡つまり､高

く始まるか (高起式)､低く始まるか (低起式)が音韻論的解釈の鍵となる｡

2.2 二拍名詞のアクセント

二拍名詞のアクセント節は､次の五種の型を示す｡

① 【●● ･●●▼]

(負)､く寺)､などは､[古;品 ･両 f;kai](鼻 ･鼻が高い)､[扇 ･両 e;]

(寺 ･寺が良い)のように高平型に発音する｡ 付属語は高く続く｡

② [○●･○●▼]
く北)は [k再 ･k主商 品mui](北 ･北が寒い)のように平板型に発音するo付属語

は高く続く｡

③ 【●〇 ･●○∇]

(石)､(花)などは､【iJ皇･isigaa品](石 ･石がある)[応na･応naga品 目 花 ･

花が咲く)のように頭高型に発音する｡付属語は低く続く｡

㊨ 【○●･○●∇]
く斧)､(息)､(雨)などは､[0品 ･0品gaa㍍](斧 ･斧がある)【i后･iEigakire品】

(息 ･息が切れる)､[a蒜 ･a蒜gahu元](雨 ･雨が降る)のように中高型に発音する｡

付属語は低く続く｡

京都 ･大阪 ･神戸方言の高年層に見られる､[ake･a蒜ga](雨 ･雨が)のように

第二柏を下降調に発音し､付属語がついた場合に第二拍の拍内の下降が消えて高く発

音される現象は観察されない｡

@ [0+･00T]

(縁)､(缶)､(満)などは､[e両･eg訪 a㍍】(緑 ･縁がある)､[ka両･ka9右左e;](缶､

缶が良い)､[ma両･ma9示 三品rui](満 ･満が悪い)のように尾高上塾に発音する.

付属語は高く続く｡

(Dの [●● ･●●▼](鼻 ･鼻が)と(卦の 【●〇 ･●○▽](花 ･花が)とを比べて
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みると､③の第一拍の後の "さがりめ"が音韻的に有意味であることが分かる｡つま

り､`̀さがりめ''があるかないか､あるとすればどの位置ににあるかが音韻論的解釈

の鍵となる｡

音韻論的解釈のポイントを整理すれば､以下の2項目となる｡

(1)高起式か低起式か｡

(2)"さがりめ"の有無とその位置｡

たとえば､②の場合①と同じく…さがりめ''は存在しない｡第一拍が低く発音され

るのは､母音の無声化という条件の下で引き起こされる現象である｡これらを､音韻

論的には同一と見なし､/○○/と解釈する｡

さらに､二拍名詞の④と一拍名詞の③､二拍名詞の⑤とを比べてみると､単独での

発音は [○●]で共通しているが､付属語が付いた場合､二拍名詞の④の [○●∇]

と一拍名詞の③や二拍名詞の⑤の [○○▼]のように､昔相が異なっている｡ところ

が､一拍名詞の③のく世)【jo;】､(失)[ja;]などは第二柏が長音､二拍名詞の⑤のく縁)

le両]､(缶)[ka両】などは第二拍が擬音である｡ つまり､付属語が付いた場合､第

二拍が特殊拍であるという条件の下でアクセントの山が一拍後に移動する現象を引き

起こしたと判断される｡これらを､■音韻論的には同一と見なし､/100｢/と解釈す

る｡

したがって､一拍名詞の①を/○○/､②を/01○/､③を/1001/と解釈し､

二拍名詞の①を/○○/､②を/○○/､③を/01○/､④を/1001/､⑤を/｢

○○｢/と解釈する｡

2.3 三拍名詞のアクセント

三拍名詞のアクセント節は､次の五種の型を示す｡

① [●●● ･●●●▼]

(筏)､(間)､(黄金)､(拳)､(蘇)､(背中)などは､[応高･両 面 ](筏 ･

筏が浮かぶ)､[石高･両 蒜蒜 ]､(間･間が埋まる)､持古示蒜

(黄金 ･黄金がある)､[両 ･

sudarega

kobuJiga

aru】(簾 ･簾がある)､[盲読話云

koganegaa㍍】

広tai](拳 ･拳が堅い)､[蒜石蒜･

senakaga扇jui](背中･背中が揮い)､の

ように高平型に発音し､付属語は高く続く｡

② [●〇〇 ･●○○▽】

(えくぼ)､(飽)､(嵐)､(朝日)､(柄)などは､[盲kubo･言kuboga右前品](えくぼ･

えくぼができる)､[言wabi･言wabigae;](飽 ･蝕が良い)､[;ra∫l･言rasJiJigah甘応]

- 40-



(嵐 ･嵐が吹く)[云saci･左saGigade品目 朝日･朝日が出る)､[JTamai･iimaigaa㍍】

(病 ･痛がある)のように頭高型に発音し､付属語は低く続く｡

③ [●●〇 ･●●○∇]

(蕊)､(二つ)､(恨み)､(心)などは､[茄蒜to･百品蒜toga瓦 nai](麓 ･麓が危な

い)､【前石ts魯･W atsngae;](=つ ･二つが良い)､[㌫ mi･㌫ migaa品](恨み ･

恨みがある)､[応 ro･応応rogaa云id3i](心 ･心が大事)､のように頭二高型に発

音し､付属語は低く続く｡

㊨ [○○●･〇〇〇▼]

(蘇)､(夕べ)､(兎)､などは､[citai･citai前 言kai](額 ･額が赤い)､[ju:6g･ju:be示 e;]

(夕べ ･夕べが良い)､[us尋 ･usagi示 6ru](兎 ･兎がいる)のように尾高上型に

発音し､付属語は高く続 く.[citaH (棉)の場合､[i]のみが高と発音され､連母

音としてのアクセントは持たないのが特徴である｡

⑤ [○●〇 ･〇●○∇]

(小豆)､(演)､(樺)､(高さ)､(後ろ)などは､[a扇 k皇･a百品kiga石mai](小豆 ･

小豆がうまい)､[af;ma･afZmagaei目頭 ･頭が良い)､[ta諒kま･ta詣kigaa品目 棒 ･

樺がある)､[ta広sa･ta后sagaa品](高さ･高さがある)､【u再o･u示roga応rai](後

ろ･後ろが暗い)のように中高型に発音し､付属語は低く続く｡

①を/〇〇〇/､②を/0100/､③を/○○｢○/､④を/1000/､⑤を/1

001○/と解釈する｡

2.4 四拍名詞のアクセント

四拍名詞のアクセント節は､次の七種の型を示す｡

① [●●●● ･●●●●▼]

(妹)､ (戟) な どは､

kemonoga

li& .imo:toga;ruョ(妹 ･妹 が い る)､ [kemono･

応wai】(獣 ･獣が怖い)のように高平型に発音し､付属語は高く続く｡

(参 [●〇〇〇 ･●〇〇〇▽]

(挨拶)､(朝顔)などは､[;isatsや･;isats的a石mai】(挨拶 ･挨拶がうまい)､[;sagao･

言sagaoga蒜応](朝顔 ･朝顔が咲く)のように残高型に発音し､付属語は低く続くニ

③ [●●〇〇 ･●●○○∇]

(果物)､(粉雪)などは､[応石n10nO･前石n10110gaa㍍]し果物 ･果物がある工

[百品言jukti･応蒜jukigahu品目 粉雪 ･粉雪が降る)のように頭二高型:二発音し､付

鵬語は低く続くL.
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言[●●●Ll･●●●○▽】

(青空)､く唐傘)などは烏 蒜 ra･左石蒜ragamie品】惰 空 ･iif控 が見える)､[-kiTrirasa･

扇 応sagaa㍍](唐傘 ･唐傘がある)ように頭高三型に発音 し､付郎 吾は低 く続 く.

怠[〇〇〇●･00cc▼]

(一杯)､(近鉄)などは､[ippai･ippai示 e言](一杯 ･一杯が良い)[kinte扇 ･

kintets癌 k哀話](近鉄 ･近鉄が勝つ)のように尾高上型に発音 し､付属語は高 く続

く｡

⑥ [○●〇〇 ･〇●00∇]

(色紙)､(慾)などは､[ihgami･i蒜gamigaa品](色紙 ･色紙がある)､[u示isg･

u67isBga応 ](鷺 ･鷺が鳴く)のように中二高型に発音 し､付属語は低 く続 くO

⑦ 【○○●〇 ･〇〇●○▽]

(カマキリ)､(竹の子)などは､[kama后ri･kama后riga応 ](カマキリ･カマキ

リが飛ぶ)､[take蒜ko･take蒜kogahae㍍](竹の子 ･竹の子が生える)のように中

三高型に発音し､付属語は低 く続 く｡

①を/〇〇〇〇/､②を/01000/､③を/○○｢○○/､④を/〇〇〇｢○/､

⑤を/10000/､⑥を/｢○○｢○○/､⑦を/｢0001○/と解釈する｡

2.5 二拍動詞のアクセント

二拍動詞のアクセント節は､次の三種の型を示す｡

①[●●]
五段動詞の (行 く)､(産む)､などは､[茄 ]､[蒜芯]のように終止形は高平型に発

音する｡過去形は 托ta](行った)の頭二高型および [古nda](産んだ)のように頭

高型に発音する｡

一段動詞の (着る)､サ変動詞 (為る)などは､[広元】､[茄 ]のように終止型は

高平型に発音するO過去形は [両 a](着た)､[hta](為た)のように頭高型に発音

する｡

② [●○]

(居る)は､[言ru]のように終止形は訴高型に発音する｡過去形は [6tta](居た)

のように頭二高型に発音する｡ この語のみ終止形を頚高型に発音する0

③ [○●]

五段動詞の (降る)､(蒔く)などは､[hu品】､[ma応]のように終止形は尾高型､

過去形は [h甘tfZ](降る)､[maifZ](蒔いた)のように第三拍だけを高く発音する0
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-一段劫.iLiJの (見る)､カ変動.iLlJの (来る)などは､[m応 ]､[ku㍍]のように終止

形はF:ill:･J,'士別二発音する. 過去形は [蒜ta](見た).両 ta](来た)のように頭高型に

発音する｡

①を/○○/､②を/O｢○/､③を/100/と解釈する｡

2.6 三的動詞のアクセント

三相動詞のアクセント説は､次の二種の型を示す｡

①[●●●]
五段動詞の(上がる)､(余る)､一段動詞(明ける)､(借 りる)などは､[前 ]､[蒜 ]

[証蒜 ]､[応 ]のように終止形は高平型に発音する｡過去形は [言gatta】(上がっ

た)[;matta](余った)､[云keta](明けた)､[扇rita](借 りた)のように頚高型に

発音する｡

五段動詞の (浮かぶ)(動 く)などは､[面 目 両 ]のように終止形は高平型

に発音する. 過去形は [応 nda](浮かんだ)､[右前ita](動いた)のように頭二高型

に発音する｡

② 【○○●]

一段動詞の (起きる)､(建てる)などに､[oki㍍]､[tatefG]のように終止形は尾高

型に発音する｡ 過去形は [okita](起きた)､[ta諒ta](建てた)のように中高型に発

音する｡

五段動詞の (歩 く)､(隠す)などは､[aru品目 kaku詣】のように終止形は尾高型

に発音する｡過去形は [a㍍ita](歩いた)､[ka玩rita](隠した)のように中高型に

発音する｡

五段動詞の (入る)､(参る)などは､[hai品]､[mai㍍]のように終止形は尾高型

に発音する. 過去形は [ha話ta](入った)､[ma話ta](参った)のように中二高型に

発音する｡

①を/〇〇〇/､②を/｢〇〇〇/と解釈する｡

2.7 四拍動詞のアクセント

四拍動詞のアクセント節は､次の二種の型を示す｡

(ら[●●●●]
五段動詞の (疑う)､(表す)などは [両 ]､[arawas也]のように終止形は高平型

に発音する｡ 過去形は [両 :ta](疑った)[蒜蒜融 ta】(表 した)のように第三拍
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まで高 く発音する｡

一段動詞の (与える)､(集める)などは､[前表品]､ のように終止形

は高平型に発音する｡過去形は 【蒜 eta](与えた)[瓦 meta](集めた)のように第

二拍まで高 く発音する｡

@ [000+]

一段動詞の (隠れる)は､[kakure品】のように終止形は尾高型に発音する. 過去

形は [ka応reta](隠れた)のように第二拍のみ高く発音する.

①を/〇〇〇〇/､②を/｢〇〇〇〇/と解釈する｡

2.8 二拍形容詞のアクセント

二拍形容詞のアクセント節の塾は､[○●】の一種のみである｡

(良い)､(無い)は｡[ei】､[nai]のように終止形は尾高型に発音する｡ [-なる】

の形は [両 ](良くなる)､【蒜 ](無 くなる)のように高平型に発音する.

これを/100/と解釈する｡

2.9 三拍形容詞のアクセント

三拍形容詞のアクセント節の型も､[●○○]の一種のみである｡

(赤い)､(熱い)などは､[言kai1､【;tsBi]のように終止形は頭高形に発音する｡｢-

なる｣の形は [akonaru](赤 くなる)､

み高 く発音する｡

これを/0100/と解釈する｡

(熱 くなる)のように最後の柏の

2.10 四拍形容詞のアクセント

四拍形容詞のアクセント節は､次の二種の型を示す｡

(か 【●●○○】

(悲 しい)､(詳 しい)などは､[i蒜蒜Ji:]､[前石;Ji:]のように終止形は頭二高型に発

音する｡｢-なる｣の形は (悲 しくなる)､[kuwaJinaru](詳 しくなる)

のように高平型に発音する｡

② [○○●○]

(おいしい)は､[oi市:】のように終止形は中三高型に発音する｡｢～なる｣の形は

loiJina品目 おいしくなる)のように最後の拍のみ高 く発音する｡

①を/00100/､(むを/1000｢○/と解釈する｡
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3.アクセント体系

以上まとめて神戸市須磨 (青年層)方言のアクセント体系を示せば､次のページの

通りである｡

4.アクセントの型の対応

ここで､東京 ･京都 ･神戸方言の老年層のアクセントと神戸市須磨 (青年層)方言

との､拍 ･二拍名詞のアクセントの対応を示せば､次の通りである｡

表1 東京 ･京都 ･神戸(老年層)方言と神戸市須磨(青年層)方言の一拍名詞のアクセント

蘇 東京 京都 神戸 神戸市親善

所 属 番lB 0.0▼ ●●.●●▼●●.●●▼●●.●●▼
軒 蚊.血.戸.帆.実●.●∇ 0●.00▼

0●.00▼0●.00▼2# 0.0▼ ●0.●0∇●

0.●0∇●●.●●▼秦日華0.0▼

●0.●0∇●0.●0∇●0.●0∇
0.0▼ ●0.●0∇●0.●0∇●●.●●

▼0.0▼ ●●.●●▼●0.●0∇●

●.●●▼0.0▼ ●0.●0∇●0.●0∇0●.00▼3穀 ●.●∇ 0●.00▼0●.00▼0●.00
▼絵.木.辛.火.日.也●.●∇ ●●.●●▼0●.00▼●●.

●●▼i表2 東京 ･京都 ･神戸(老

年層)方言と神戸市須磨(青年層)方言の二拍名詞アクセント# 東京 京都 神戸

神戸市頚磨 所 属 宙lB 0●.0●▼●●.●●▼●●.●●▼●●.

●●▼飴.午.鳥.磨.負.求2穀 0●.0●∇●●0.●0∇●0.●
0∇●0.●0∇石.普.川.夏.棉.雪3穀 0●.0●∇●0.●0∇

●0.●0∇●0.●0∇足.犬.月.花.豆.山4穀 ●0.●0∇0●.00▼0●.00▼0●.0●∇糸.

息.港.隻.管.松5類 ●0.●0∇00.0●∇00.0●∇0●.

0●∇戟.南.痩.春.婿.忠以上の対応からその特徴を述べると

､次の通りである｡(1)一拍名詞の2類の (名)と (日)は､神戸市須磨 (青年層)方

言の高平型に対して､東京方言の尾高型と京都 ･神戸 (老年層)方言の頭高型が対

応している｡(2)一拍名詞の2類の (漢)は､神戸市須磨 (青年層)方言の高平型に

対して､東京方言の尾高型と京都方言の高平型､神戸市 (老年層)方言の頭高型が対

応している｡(3ト拍名詞の3類 (穂)は､神戸市須磨 (青年層



表3 神戸市須磨(青年層)方言のアクセント体系

拍数 壁 ア ク セ ン ト 畜 (舟)

例義

(鍾)拍語 ●●.●●▼′00′0●.0●▼ 纂餅 .竃.湖 :2#.'摘3.Bii
3'紺●子.血●0.●0∇′010′ 亀諺 )'.覗 ;2軌 犬.革.花.山

'3凱 (毛く1軌 菓o●./90.gl/0●.00▼ 毎族 ?2'a:;I'Bh..Eq.'三慧 冒憲 二

…'.5EB.'去.請拍番 ●●●.●●●▼′000′

崖職 階.&鼎脚 讃i6%'●00.●00∇′0100′ 踊 轄 稽 こき之言<+5

5 ,3%'.7%,I.加 .AE*●●0.●●0∇′0010′ 警遭 ㌔ '､二

つ●二人く2臥 似 .女.面.東'4穀'oo./180000/T 鮎 iSa滝 壷T..

品J'i苧鮎 .私#.'jeA'.% 星野､0●0.0●0∇′10010′ 轟㌔

F5%Lと窟誓:塞:硝;:鮎㌔ヲ&% 4<鞄 ,四拍頚 ●●●●.●●●●▼′0000′

鮎5%'鬼 '.% '.% 言甥 二F%'H .'m a')棚●000.●000∇ノ0100

0′ 離 :釈 :管主幣 主監 ●鶴 .魅 .たん瓜f.父さん.++/oooo.l+o

+oO/OV 軌 鞄 鞄 LW .過払 .涼しい.正しい.等しい)●●●0.●●●0∇′000

10′ 青空.簿火.鹿傘.花びら.花椿.止まり木.半年.万歳oo/ol

+0.000000/OT 題潜 ●鮒 .高校.失敗.捕 .トンカツ.珊0●00.0●00∇′1

00100′ 色鼓.想.兄弟.孝行.今晩.将来.食べ物.中箱.湖.栄oo/elOo.oOoOl+oO/V
t
lSYJL*p')

カマキリ.缶切｡.竹のこ.手袋.釦 .

舵(注)讃 争票の的吉三･房吉9la
覧二三鉱産 瀧 苧



(4)二拍名詞の4類は､神戸市須磨 (青年層)方言の尾高下型に対 して､東京方言の頭

高型と京都 ･神戸 (老年層)方言の尾高上型 (低平)が対応 している｡

(5に拍名詞の5類は､神戸市須磨 (青年層)方言の単独の第二拍を高 く発音する尾高

下型に対 して､東京方言の頭高型と京都 ･神戸 (老年層)方言の単独の第二柏を下

降調に発音する尾高下型が対応する｡

なお､京都 ･神戸 (老年層)方言の4類の尾高上型 (低平)に相当するのは､神

戸市須磨 (青年層)方言では一拍名詞の3類である｡

5.アクセントの特徴

5.1 類の統合

(1)名詞アクセントについて､神戸市須磨 (青年層)方言は､京都方言に代表されるよ

うな1/2･3/4/5という型の対立ではなく､東京方言に代表される1/2･

3/4･5という型の対立である｡このように､2類と3類､4類と5類とがそれ

ぞれ統合 し､4類と5類とが対立 しないことが特徴である｡

(2働詞アクセントについて､神戸市須磨 (青年層)方言は､二拍語では､東京 ･京都 ･

神戸 (老年層)方言と同じく類の統合はない｡三拍語では､東京方言が 1類と2類

とが対立 しているのに対 し､京都 ･神戸 (老年層)方言と同じく1類と2類の五段

動詞とが統合 し､2類の一段動詞と対立している｡ 四拍語では､東京方言が 1類と

2類とが対立しているのに対 し､京都 ･神戸 (老年層)方言と同じく1類と2類の

五段動詞とが統合し､2類の一段動詞と対立している｡

(3)形容詞アクセントについて､神戸市須磨 (青年層)方言は､二拍語では､東京 ･京

都 ･神戸 (老年層)方言と同じく､型は一種のみである｡ 三拍語では､東京方言と

は異なり､ 1類と2類とが統合している｡これは､京都 ･神戸 (老人層)方言と共

通 している｡ 四拍語では､京都 ･神戸 (老年層)方言と同く1類と2類とが統合し

ている｡

5.2 型の音相

(1)名詞アクセントについて､神戸市須磨 (青年層)方言では､尾高上型 [○●･○○

▼]は一拍名詞の3類と二拍名詞の ｢緑 ･恩 ･缶 ･険 ･根 ･芯 ･千 ･疲 ･判 ･糞 ･

満｣などがこの型に所属する｡ これらは､第二柏の特殊拍にアクセントの山がくる

語において､付属語がついたとき､その山を一拍後-移動させた相と判断される｡

また､神戸市須磨 (青年層)方言は､京都 ･神戸 (老年層)方言に見られる [0

0]を持たない｡[○●]となって現れる.三柏の [000]も持たず､[○○●]
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となって現れる｡

(2)動詞アクセントについて､神戸市須磨 (青年層)方言は､二拍語は､東京方言に見

られる [○●]を持たない｡三拍語は､東京方言に見られる 【○●●]【○●○]

を持たない｡四拍語は､東京方言に見られる【○●●●]､[○●●○]を持たない｡

京都 ･神戸 (老年層)方言と同じく[〇〇〇●]を持つ｡

(3)形容詞アクセントについて､神戸市須磨 (青年層)方言は､二拍語は､東京方言に

見られる [●○]ではなく､京都 ･神戸 (老年層)方言と同じ [○●】である｡ 三

拍語は､京都 ･神戸 (老年層)方言と同じ[●○○]である｡[○●●]､[○●○]､

[○○●】などは持たない｡四拍語は､京都 ･神戸 (老年層)方言と同じ [●〇〇

〇]､[○○●○]である｡[○●●●]､[○●●○]､[〇〇〇●】などは持たない｡

6.あわりに

はじめに記したように､これまで､神戸市方言は老年層のアクセントの記述が多かっ

たために､青年層のアクセントの実態が明らかではなかった｡特に､神戸市須磨方言

の青年層のアクセントの詳しい報告は皆無であった｡ここで考察したように､筆者の

内省による資料と他方言との比較によって､類の統合 ･型の音相の違いが明らかに

なった｡今後の課題としては､神戸市方言のアクセントの地域差 ･年層差の研究が考

えられる｡

一 ･二拍名詞のアクセント語 (節)例

(1)高平型 [●● ･●●▼]/○○/

柄 蚊 子 血 戸 帆 実 身 世 (1類)､名 目 藻 (2類)､葉 荷 野

堆 く3類)､ 飴 蟻 烏 賊 牛 梅 顔 柿 釘 口 首 滝 竹 塵 爪 虎

鼻 水 (1類)･･････､

寺 (2類)倉 (3類)

(2)平板型 [○●･○●▼]/○○/

北 (2類)

(3)頭高型 [●〇 ･●○∇]/O｢○/

毛 (1類)､薫 く2類)､石 岩 歌 音 紙 川 旅 梨 夏 橋 放 肘 冬

町 胸 村 雪 (2類)､足 網 抱 家 池 犬 色 腕 馬 姦 鬼 鍵 髪

神 岸 草 櫛 靴 粟 琴 竿 坂 塩 炭 月 花 骨 山 綿 く3類)･･-･

(4)尾高下型 [○●･○●∇]/100｢/
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斧 瓶 雲 (3類)､息 糸 稲 今 日 海 瓜 笠 糟 数 肩 鎌 絹 錐

層 空 種 箸 針 松 麦 (4類)､ 秋 汗 雨 貼 桶 蔭 蜘 妹 声 猿

露 鶴 春 鮒 窓 婿 夜 (5類)

(5)尾高上型 (低平)[○●･○○▼]/｢○○/

絵 尾 木 酢 田 手 根 火 目 芽 湯 夜 輪 (3類)､縁 恩 缶 険

恨 芯

三拍名詞アクセント語 (節)例

(1)高平型 [●●● ･●●●▼]/〇〇〇/

欠伸 筏 錨 田舎 鰯 飾 り 霞 形 鰹 着物 鎖 轡 車 煙 仔牛 氷

小山 衣 魚 男 印 使い 机 隣 腸 寝言 初め 鼻血 庇 都 鎧(1類)

--､間 桜 翼 廉 く2類)､黄金 小麦 岬 (3類)､拳 暦 仏 (4類)､簾 (5

類)､背中 (6類)

(2)頭高型 [●〇〇 ･●○○▽]/0100/

えくぼ (2類)､飽 栄螺 力 二十歳 (3類)､嵐 五つ 瓦 紅葉 蕨 (4類)､

朝日 抽 命 蝶 胡瓜 ざくろ 姿 涙 枕 眼 (5類)､痛 く7類)

(3)頭二高型 [●●〇 ･●●○∇]/001○/

麓 南 (1類)､二つ 二人 (2類)､恨み 男 思い 面 女 仇 墳 宝 袴

東 光 (4類)､心 (5類)

(4)尾高上型 (低平)[○○●･〇〇〇▼]/1000/

額 半 音 (1類)､夕べ (2類)､兎 鰻 烏 狐 雀 鼠 裸 (6類)

(5)中高型 [○●〇 ･〇●○▽]/｢001/

小豆 毛抜 き 釣瓶 とかげ 緑 百足 (2類)､頚 髄 鉄 刀 鉄 畑 林

袋 (4類)､樺 柱 (5類)､高さ 狸 (6類)､後ろ 蚕 兜 鯨 薬 便 り 盟

椿 (7類)

四拍名詞アクセント語 (節)例

(1)高平型 [●●●● ･●●●●▼】/〇〇〇〇/

妹 敢闘 獣 欠航 散髪 丘陵 鏡台 洗濯 倒産 友達 鶏 横綱･--

(2)頭高型 [●〇〇〇 ･●〇〇〇▽]/01000/

挨拶 朝顔 猪 関東 官庁 煽煽 椎茸 先生 たんばぼ 阪神 富士山 羊か

ん･--

(3)頭二高型 [●●〇〇 ･●●○○▽]/○○ ｢○○/

果物 結構 粉雪 花嫁 山々-･-

-49-



(4)頭三高型 [●●●〇 ･●●●○▽]/0001○/

青空 籍火 唐傘 花びら 花婿 止まり木 半年 万歳--

(5)尾高上型 [〇〇〇●･〇〇〇〇▼]/10000/

一杯 近鉄 拳骨 高校 失敗 新宿 トンカツ 長靴 針金--

(6)中二高型 [○●〇〇 ･〇●○○∇]/100100/

色紙 想 兄弟 孝行 今晩 将来 近道 食べ物 中指 故郷 湖 紫･･････

(7)中三高型 [○○●〇 ･〇〇●○▽]/10001○/

インチキ 金槌 カマキリ 缶切り 竹の子 手袋 鋸 毎日 松茸--

二拍動詞アクセント語 (節)例

(1)高平型 [●●]/○○/

行く 売る 押す 貸す 刈る 消す 知る 散る 釣る 鳴る 塗る 乗る 張

る 減る 遣る 割る (1類)(以上の過去形は [●●○])

産む 追う 置く 聞く 汲む 咲く 敷く 死ぬ 吸う 空く 添う 突く 継

ぐ 積む 飛ぶ 泣く 抜く 引く 巻く 撮む 止む 言う [ju:](1類)

(以上の過去形は [●○○])

着る 為る 煮る 寝る (1類)(以上の過去形は [●01)

(2)頭高型 [●○]/O｢○/

居る (過去形は [●●○]

(3)尾高上型 [○●]/100｢/

会う [au･o:ta]編む 打つ 普 く 勝つ 噛む 切る 食う 漕ぐ 刺す 住む

剃る 立つ 取る 縫う 脱ぐ 練る 飲む 這う 吐く 吹く 降る 乾す 掘

る 蒔く 待つ 漏る 読む く2類)以上の過固形は [○○●])

来る 出る 見る (2類)(以上の過去形は [●○])

三拍動詞アクセント語 (節)例

(1)高平型 [●●●]/〇〇〇/

上がる 当たる 送る 飾る 変わる 削る 捜す 探る 握る 巡る 譲る く1

類)､余る 祈る 移る 起こす 落とす 帰る 崩す 曇る 縛る 詰まる 照

らす 濁る 光る 許す (2類)(以上の過去形は [●〇〇〇])､

明ける 借りる 枯れる 消える 捨てる 染める 腫れる 負ける 燃える (1

類)(以上の過去形は [●○○])0

浮かぶ 歌う 嫌う 沈む 慕う 進む 並ぶ 運ぶ (1類)､

祝う 動く 恨む 選ぶ 思う 乾く 砕く 叩く 頼む 違う 包む 懐 く 悩
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む 習う 憎む 僻む (2類)(以上の過去形は [●●001)

(2)尾高型 [○○●]/1000/

植える (1類)､生きる 起きる 落ちる 掛ける 覚める 建てる 付ける 溶

ける 撫でる 逃げる 晴れる (2類)(以上の過去形は [○●○])

作る (2類)(過去形は 【○●●○])､歩く､隠す (3類)(以上の過去形は [○●

○○])､

参る 入る (3類)(以上の過去形は [○●●○])

四拍動詞アクセント語 (節)例

(1)高平型 [●●●●]/〇〇〇〇/

咽る 窺う 疑う 悲しむ 従う 養う (1類)(以上の過去形は [●●●○○])､

与える 重ねる 並べる 始める (1類)､集める 数える 調べる 助ける 流

れる 離れる (2類)(以上の過去形は [●●○○])

(2)尾高型 [〇〇〇●]/｢〇〇〇〇/

隠れる (2類)(過去形は [○●○○])

二拍形容詞アクセント語 (節)例

尾高型 [○●]/100/

良い 無い (以上の過去形は [●●●●])

三拍形容詞アクセント語 (節)例

頭高型 [●○○]/O｢○○/

赤い 浅い 厚い 甘い 荒い 薄い 遅い 重い 堅い 軽い 暗い 遠い (1

類)､熱い 多い 黒い 白い 高い 近い 強い 長い 早い 低い 深い 古

い 弱い (2類)(以上の ｢～なる｣の形は [●●●●])

四拍形容詞アクセント語 (節)例

(1)頭二高型 [●●○○]/○○｢○○/

悲しい 尊い 空しい (1類)､詳しい 親しい 涼しい 正しい 等しい (2類)

(以上の ｢-なる｣の形は [●●●●●]

(2)中三高型 [○○●○]/10001○/

おいしい

(｢～なる｣の形は [〇〇〇〇●])
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